











































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































順 A 旦 C・…．．．．←・ D．・“P”「 E
．　　　・　　　　　　　　　　　　　　←　・．　　“　　P　　．・・　　　、 ■．・・． ・．．・．・．．．・A’←声←・．“．
位 雑誌九十種 婦人雑誌 総合雑誌 朝日新聞 新聞3紙
1 ★する ★する ★する ★する（体言～） 一
2 いる ★なる いる いる 二
3 言う こと 言う ある（形式的） 三
4 一 もの こと こと ★する
5 こと ある ★なる ★なる 万
6 ★なる よい その ★する 五
7 れる・られる いる もの もの ○
8 二 言う ある こと 日
9 ある 一 この 的 いる
10 その その 的 ある ある
A）国立国語研究所報告21「現代雑誌九十種の用語用字」
B）国立国語研究所報告4「婦人雑誌の用語」
C）国立国語研究所報告12「総合雑誌の用語」
D）国立国語研究所資料集2「語彙調査一現代新聞用語の一例」
E）国立国語研究所報告「電子計算機による新聞の語彙調査」　（全データの％）
　「する」は，Eを除くA～Dの語彙調査で高頻度第一位を占める。またE
においても動詞としては第一位である。　「なる」も，動詞としてはBで第二
位，A，　C，　D，　Eで第四位と「する」と同様に極めて高い位置にある。
　この語彙調査のうちEを材料にして，林四郎は語の「広さ」「深さ」につ
いて考察した（1971，「語彙調査と基本語彙」，r国立国語研究所報告39電
子計算機による国語研究皿』）。林によると使用度数で選ぼれた5，417語中，
「極めて幅が広く，深さが深いもの」は162語で，そのうち動詞は16語であ
る。動詞として挙げられたものは，次の通りである。「なる」と「する」は，
この16語の中に含まれる。
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　　　いる　ある　いう　★なる　★する　つく　よる　いく　できる
　　　対する　聞く　かける　くる　見る　とる
　　　（「なる」「する」には，★印をつけた。）
　以上，「なる」と「する」の動詞全体の中の意味的位置，また高頻度であ
るぽかりでなく，「広さ」　「深さ」の点で極めて基本的な語であることを簡
単に見てきた。次に「なる」と「する」それぞれの意味・用法を概観する。
　「なる」には，「状態の変化」を表す他に次のような用法がある。
〔41〕和歌山県は，たくさんみかんがなる。
〔42〕この日本語教科書は，30課からなる。
〔41〕は植物が実を結ぶことをいい，今までなかったものが新たに形として
そこに生じる，という意味で，「発生」である。〔42〕は，組み立てられてい
る，そうできている，という意味で「成立」である。「なる」は，r分類語
彙表』　（1964，『国立国語研究所資料集6』）では「成立・発生」に分類され
ているが，それは「なる」のこうした意味，用法が基本と考えられたからで
あろう。
　2．で度々述べたように「状態の変化」は，
の形で表される。この型に習熟することが，この映画での大きなねらいであ
る。
〔43〕氷が水になる。
〔44〕部屋が静かになる。
〔45〕音が大きくなる。
〔43〕は，氷という状態から水という状態に変化することを表し，「状態の
変化」をよく示す例である」r何になったか。」という問に対する答だとすれ
ぽ，「水になった」と変化の結果もしくは到達点を表す。〔44〕は，部屋が
静かな状態に，〔45〕は，音が大きい状態に達したことを表している。「どう
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なったか。」という問に対する答だとすれぽ，「静かになった」「大きくなっ
た」と変化の“しかた”や“方向”を表す。
〔46〕二十才になる。
〔47〕全部で100枚になる。
〔46〕は，二十才という時期に，〔47〕は，100枚という数量に達したことを
表す。「あれから五年になる。」「来年からラーメンが400円になる。」なども
同様の例である。
〔48〕朝になる。
〔49〕春になる。
〔50〕五時になる。
　朝，昼，夜など，一日における自然変化，また季節の変化も「なる」で表
わされる。これに類したものにある時刻に達したことをいう〔50〕の言い方が
ある。これらの表現には特徴が二つある。（1）ふつう，ガ格なしで表現され
る。（2）ふつう，　「なる」に対応する「する」の言い方がない。〔46〕のある時
期に達した，という言い方は，「なる」に対応する「する」の言い方がない
が，しかし自然現象の言い方と違って，ガ格を想定することができる。〔50〕
の例は，「時刻が」というガ格の想定に問題がなければ，〔46〕の同類と考え
ることもできる。「なる」と　「する」の対応については，後に簡単に触れ
る。
〔51〕日本語の勉強がためになった。
　これは半ば慣用的な表現で，役に立つ，の意味である。同様のものに「薬
になる」や「毒になる」などがある。
　「する」は，先にも触れた通り動作一般を表すのに用いられ，他動詞とし
ての用法から自動詞としての用法まで幅広い用法がある。「する」の意味・
用法を詳しく述べたものに『婦人雑誌の用語』（1953，r国立国語研究所報告
4』），r基礎日本語』（1977，森田良行，角川書店）がある。前者では，どち
らかといえぽ「する」と他の語の結びつきにより形態的に整理・分類されて
いるが，後老では，大枠を骨格文型で分類して，意味・用法の説明をしてい
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る。ここでは，『基礎日本語』の「する」の説明にしたがって「する」の意
味・用法を見ていく。r基礎日本語』では，「する」に対応する「なる」の用
法についても述べているので，対応する用法のあるところには，（aXb）……の
印をつけ，後にそれに触れる。
　まず，骨格文型は次の八つである。
　　　（1）AハCヲする
　　　（2）B二Cヲする
　　　（3）CヲD二する
　　　（4）＿＿CヲE二する
　　　（5）＿＿ガする
　　　（6）．．＿．トする
　　　（7）．．．．．．ハ．．．．．．数量＿．．．する
　　　（8）＿＿ハ＿＿二する
　（1）は，状態・行為，意志的・無意志的の組み合わせにより，更に四つに分
類されている。
　まず，状態を表す無意志的な「する」。
〔52〕かわいい顔をした赤ちゃん
〔53〕ぜいたくな服装をした貴婦人
〔54〕激しい気性をしている。
〔55〕いい生活をしている。
〔56〕赤い屋根をした建物。
〔52〕は，「対象とする人や動物の身体部分がある様相を呈していること」
を述べている。〔53〕は，「格好，様子，表情，態度などの外観・外見に現わ
れた特徴」を，〔54〕は，「主体が所有する固有の性質，様相」を表す。〔55〕
は，「主体の生活のようす」。〔56〕は，対象が物である場合の「外観に現れ
た特徴を述べたもの。
　次に，行為を表す無意志的な「する」。
〔57〕息をする。
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〔58〕けがをする。（a）
〔59〕注射をする。
〔57〕は，　「生理的な現象」を言い，〔58〕は，「肉体的経験や病歴となるよ
うな“傷病”」を言い，〔59〕は，「医療を受けるの意」である。
　次は，行為と状態を表す意志的な「する」。
〔58〕ネクタイをする。
　これは，「装身具などを身につけることを表す」。
　最後に，行為を表す意志的な「する」。
〔59〕先生をする。｛b）
〔60〕いたずらをする。
〔61〕クラス会をする。
〔59〕は，「ある任務，役職，職業につく」ことを，〔60〕は，「日常の動作・
作用・活動」を，〔61〕は，「グループの行為」を，それぞれ表す。
　（2）～（8）の文型には，次のような例がある。
〔60〕彼女に電話をする。……（2）の文型
〔61〕息子を医者にする。（c）……（3）の文型
〔62〕いやな噂を耳にする。……（4）の文型
〔63〕音がする。……（5）の文型
〔64〕匂いがする。……　〃
〔65〕寒けがする。……　〃
〔66〕気がついて，はっとした。（d｝……（6）の文型
〔67〕一個が千円もする。……（7）の文型
〔68〕五年すると，……　　　　〃
〔69〕新婚旅行は，ハワイにしよう。……（8）の文型
　以上のうち，（1）～（4）の文型の「する」が他動詞，（5）～（8）の文型の「する」
が自動詞である。「なる」と対応する「する」は，その両者にまたがってい
る。順に見ていく。　（○は，言える。×は，言えない。）
　（a）について……「傷害，病気，治療セこはr＿＿をする』が使えるが，自動
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詞『＿＿になる』は病気の場合しか使えない」と説明されている。
〔70〕骨折をする（○），骨折になる（×）……傷害
〔71〕結核をする（○），結核になる（○）……病気
〔72〕手術をする（○），手術になる（×）……治療
　〔b）について……「．．．．．．になる」は役職・身分・職種に広く使用できるが，
「＿＿をする」は用法が限られる，と説明されている。
〔73〕大学生をする（×），大学生になる（○）
〔74〕教育者をする（×），教育者になる（○）
「＿＿になる」が使えない場合もある。
〔75〕店をする（○），店になる（×）
〔76〕レストランをする（○），レストランになる（×）
　ただし，「××屋」は「××屋をする」　「××屋になる」の両形が可能。
〔77〕運送屋をする（○），運送屋になる（○）
　（C）にっいて……これは，この映画の学習主題である変化をさせるという意
味の「する」の文型である。
〔77〕息子を医者にする（○），息子が医者になる（○）
〔78〕肌を白くするクリーム（○），肌が白くなるクリーム（○）
　度々触れたように変化させることを表す文型のヲ格は，「．．．＿二なる」の
文型では，ガ格となる。このガ格をふつうは欠き，「する」の言い方をもた
ないものは，自然現象をいう「なる」である。これも度々触れたことであ
る。
〔79〕朝にする（×），朝になる（○）
〔80〕春にする（×），春になる（○）
、ただし，2．で触れたように自然現象に「する」を用いる例もある。（p．26）
〔81〕神様，早く朝にして下さい。
〔82〕照る照る坊主，照る坊主，あした天気にしておくれ。
　なお，（4）の文型は，「耳にする」「口にする」「手にする」といった熟語的
なもので，二格は人体の部分等，場所にかかわっていて，変化を表す文型で
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はないから，対応する「＿．、．二なる」・）文型はない，とされる。
　変化を表す（3）の文型は，「なる」の場合と同じように，
　　　ill蓮馴二十閲
の型となる。そして「何をしたか」「どうしたか」という問の答を想定する
と，「名詞＋にする」では変化の“結果”や‘‘到達点”を，「形容詞（＿く）
＋する」，「形容動詞＋にする」では変化の“しかた”や“方向”を表す。こ
れも「なる」の場合と同様である。
　｛d｝について．．＿．「．．＿．トする」「．．．．．トなる」両形可能とされている。
〔83〕はっとする（○），はっとなる（○）
〔84〕かっとする（○），かっとなる（○）
　以上，「なる」「する」の意味用法について概観した。この他，「する」に
は複合動詞としての用法の問題があるが，ここでは触れない。「なる」，「す
る」は，この日本語教育映画基礎篇では次のように学習が発展する。
◎「＿ことになる」「　ことにする」（十六課「みずうみのえを　かい
　たことが　ありますか」で）
◎「＿ようになる」　（十七課「あのいわまで　およげますか」で）
◎「　　（よ）うとする」（二十四課「おかねを　とられました」，二十五課
　「あめにふられて　こまりました」で）
◎「お＿になる」　「お＿する」　（二十九課，三十課で）
　意志決定を表す「＿にする」は，映画中には次のような用例がある。
〔85〕どのお花にしましょうか。（「おみまいに　いきませんか」一⑫）
〔86〕何にしましょうか。（「よみせを　みに　いきたいです」一⑰）
　ここで「なる」　「する」概観のしめくくりとして，表現論の立場から見た
「なる」「する」論を簡単に紹介したい。寺村秀夫は，「『ナル』表現とrス
ル』表現一目英『態』表現の比較一」（1976，国語シリーズ別冊4　『日
本語と日本語教育一文字・表現編一』，国立国語研究所）で，英語，日本
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語を比較して次のように言っている。
　　　「表現的1こは，英語は『スル』（略）という表現を好むのに対し，日
　　　本語は，できるかぎりrナル』表現をとることを好む体質をもってい
　　　る」
このことは，寺村の論点を要約すると，
◎英語……事象の「原因」に基点を置く表現を好む言語
◎日本語……事象の「結果」，「現在の状態そのもの」に基点を置く表現を好
　　　　む言語
となる。寺村のrr表現の比較』ということ」（1975，　国語シリーズ別冊3
『日本語と日本語教育一発音・表現編一』）では，次のような図式があ
る。
　英語：
匡作の仕手（x）＼
1動作の受け手（Y）二
｝介在す・物事（・）r
「スル」「サセル」類の動詞
日本語：
匡件（x）F
または
匡由（x）1→
動作・状態・感情を
帯びる主体（Y）
対象ないし問題とな
る物事（Z）
）［ナ順の副
〔87〕先生のおかげで，日本語が話せるようになりました。
〔88〕法律の勉強のために日本へ行くことになりました。
といった文を考えると寺村の論はうなずけるものである。自分の主体的努
力，また意志による決定であっても，そう状態が変化した，結果として現在
はこうである，と述べる。
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　この寺村の論を更に進めると「なる」と「する」の表現類型は，言語類型
の問題に進み，文化類型の問題にいきつく。
　　　「〈する〉的と〈なる〉的ということ一これは単に言語についてだ
　　　け見られる類型なのであろうか」
という問題提起一それは当然「する」と「なる」の比較を出発点としてい
るわけだが一をしているのは，池上嘉彦の『「する」と「なる」の言語
学』（1981，大修館）である。池上は言う。
　　　「〈する〉的くなる〉的というような『言語類型』一つまり，＜動
　　　作主〉を際立たせて表現しようとする言語とそれをなるべく覆い隠し
　　　て表現しようとする言語という対立一が想定できるとしたら，それ
　　　と平行するような『文化の類型』も認めることができるのであろう
　　　か。」
　池上のいう言語類型は，Do・1anguageとBecome・1anguageの比較が基
点であり，同時1こ前者はHave・languageであり，後者はBe・1anguageでは
あるまいか，という想定に結びつく。このことにここではこれ以上深入りで
きないが，日本語学習者の言語類型がどういうものであるかは，日本語との
対照で出来る限り理解しておく必要がある。言語類型に基づく発想の違いを
指摘できれぽ，文型による基本的なものの言い方でも，また学習者が自分の
言い分を日本語で言う場合でも，日本語としての，日本文化としてのコンテ
クストに則さねばならないことに理解の目を向けられよう。寺村の論も池上
の論も言葉並べの日本語教育から表現としての，文化としての日本語教育を
考えていく場合，刺激的である。
3．2．　自動詞・他動詞
　先にあげた，
　　　入る⇔入れる　乾く⇔乾かす焼ける⇔焼く
の自動詞・他動詞は，次のように自動詞文他動詞文を作る。
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〔89〕｛；：麟矯．
〔・・〕｛C：父㍑纏紅
〔91〕｛C：鷲鷲・
　注目すべきことは，〔89〕～〔91〕の他動詞文では，他動詞の働きかけの
対象となり，ヲ格で表されていたものが，自動詞文では，ガ格となり，主格
になっていることである。また「入る」「入れる」を別にすると，「乾く」
「乾かす」「焼ける」「焼く」には自他の派生対応の関係が認められること
である。
・・w・k（乾）〈ぷ毘）　・・k（焼）〈6u（綿）
　自動詞・他動詞の派生対応については，後に動詞のリストを掲げる。ここ
ではまず，自動詞（文）・他動詞（文）をめぐって今まで問題にされてきた
ことや関連事項を簡単に述べる。
　同　自動詞・他動詞を文法的に認める必要があるかどうか
　まず，ヲ格を取るものが必ずしも他動詞ではないという問題がある。格助
詞「を」は，動作の働きかけの対象となるものを示すぽかりでなく，「東京を
離れる」「空を飛ぶ」のように出発点，経過点を示し，自動詞とともに用い
られる。
　次に「雨に降られた」　「子供に泣かれた」のように自動詞文も受け身文に
なるという問題がある。
　こうした点から自動詞・他動詞を文法上分けることは，余り意味がないと
いう論が成り立ち，様々に議論されてきた。こうした文法論は別として，日本
語教育の観点からは，自他の派生対応をする動詞が少なからずあること，そし
て意味の区別ができることに注目する必要がある。そしてこの意味の区別と
いうのは，先に触れた自動詞のガ格と他動詞のヲ格の構文上の対応に結びつ
くものであることにも注意を向けなくてはならない。こうした構文上の問題
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も含め自動詞・他動詞を論じたものには，奥津敬一郎の「自動化・他動化お
よび両極化転形一自他動詞の対応一」　（1967，　r国語学』70）がある。
　また，自他の派生対応をする動詞には「自動詞＋ている」　「他動詞＋てあ
る」の形で動作・作用の結果状態を表せるものがかなり存在する。このこと
も目本語教育上大事な問題である。
〔92〕ほ1沈享當治竃．
〔93〕｛隷魏竪㌶：
　この「　ている」「　てある」の表現上のニュアンスの差や，その他
の問題についてはr日本語教育映画解説12　そうじはしてありますか』を参
照のこと。
　（b）漢語サ変動詞の問題
　漢語サ変動詞には，自他の用法のあるものと自動用法のみのものとがあ
る。以下は，鈴木丹士郎のあげている例である。　（1972，「動詞の問題点」
r品詞別文法講座3　動詞』，明治書院）
◎自他の用法がある……混同する，再任する，集中する，終了する，増加す
　　　　　　　　　　　　る，分泌する
◎自動用法のみある……参加する，変貌する，発足する，来般する，流行す
　　　　　　　　　　　　る
　後者のものを他動詞用法にするには，「させる」などの語を付ける必要が
ある。
　（c）自動詞・他動詞を広く態の中で考える必要性
　r岩波国語辞典』　（1979　西尾実他　第三版）の「品詞概説」によると，
自動詞・他動詞は，意味的には二種のものがある。
◎自一1（自然にそうなる）……見える，聞こえる，老いる，など
◎自一2（みずからそうする）……行く，寝る，など
◎他一1（AがBlこ対してBにそういう行為をする）……見る，着る，など
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◎他一2（AがBに対してBが行為するようにし向ける）……見せる，着せ
　る，寝ぜる，寝かす，生かす，など
　「自一1」は，金田一春彦（1957，「時・態・相および法，」r日本文法講座
1　総論』，明治書院）のいう「中相動詞」や，三上章（1972，r現代語法序
説』，くろしお出版）のいう「所動詞」と重なるところのあるもので，「そうす
る」ではなく「そうなる」の意味を表す動詞である。金田一の指摘するよう
に，この「自一1」に含まれる日本語の動詞はたくさん存在し，また「自一
2」が受動態になるのと違って，受動態を作らないことで注目に値する。「他
一 1」「他一2」も受動態になるから「自一1」だけが別ということになる。
　「他一2」は，使役性の他動詞である。「せる」「させる」を取る使役態
との連関で考察する必要がある。受動態，使役態については，これから先刊
行するこの映画解説書で解説することになるが，ここでの問題は，自動詞’
他動詞の派生対応も上の動詞の四分類に複雑にまたがっていることである。
『岩波国語辞典』の「語構成概説」から引用すると次のようである。
自一・　　｛自一・　1他一1　1他一・
伝わ・　　1伝う　1戯・　1
うもれ・　1うまる　1うめ・　［
見え・　　1　　已・　　巨せ・
抜か・　　已け・　1抜く　已かす
泣け・　　1泣く　　l　　I泣村
已け・　惨く　　1
生きる　1　　｝生かす
　これと同種の自動詞・他動詞の派生布置表を，鈴木丹士郎は上記論文「動
詞の問題点」（1972）で試みている。また併存する自動詞・他動詞の意味を
須賀一好は検討している（1980，「併存する自動詞・他動詞の意味」　r国語
学』）
　（d）自動詞の派生について
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　「受ける」対「受かる」「勤める」対「勤まる」などは，前者が「・eru」
を持つ他動詞，後者が「・aru」を持つ自動詞として派生対応の関係にある。
西尾寅弥（1954，「動詞の派生について一自他対立の型による一」，r国語
学』17）によると「・eru」タイプの他動詞から「・aru」タイプの自動詞の派
生は，「現在において，また国語史上においても，かなり活発に働いている
と考えられる」。この結果，次のような自他の対応が出てくるようになる。
あける（他）一あ　く（自）やめる（他）一や　む（自）
　　　　　　＼あかる（自）　　　　　　　＼やまる（自）
並べる（他）一並　ぶ（自）　沈める（他）一沈　む（自）
　　　　　　＼並ばる（自）　　　　　　＼沈まる（自）
　「－aru」タイプの自動詞には，語として熟していないものもあるのは，西
尾の説明によれば当然のこととなるが，それよりも問題は，「・aru」タイプ
の自動詞が派生することにより自動詞二形が併存することになることであ
る。併存する自動詞二形を比べると「・aru」タイプの自動詞は，先に触れた
中相動詞的意味合いを持つ。つまり，簡単に言えば，自然にそうなるという
意味合いの自動詞形を作る力が，現在においても「活発に働いている」とい
うことである。これは日本語の「なる」「する」を考える上でも，もうひと
つの興味ある問題である。
　なお「勤まる」などは，今度は日本語の可能態との連関で考える必要があ
る。
　（e）自然現象を表す動詞
　石綿敏雄の「自然現象を意味する動詞の用法」（1973，r国立国語研究所論
集4　ことぽの研究4』）に次のような指摘がある。
　　　「1．　自然現象は全体としては自動詞を基調として表現される」
　　　「2．同じ自動表現でも『火が燃える』とrまきが燃える』のように
　　　自然現象そのものが主語になるものと，動作が行なわれているものが
　　　主語になるものとがある」
　たとえぽ，以下にあげるような文例をある外国語ではどう表現するか，比
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較対照してみるのは興味ある課題である。
〔94〕 ｛駕議：
〔95〕｛；：覇臨．
〔96〕｛言：§曜：
〔97〕 ｛ii竃臨．
〔98〕 ｛li㌶熟．
3．3　自動詞・他動詞の派生対応リスト
　以下の自他の派生対応リストは，石井久雄の「自動詞と他動詞との派生対
応」　（1982（予），「プログラム教材く資料〉」，　国立国語研究所）に拠るも
のである。石井作成の「派生対応」リストは，日本語教育の観点からは次の
二点で大変有益である。
（1）派生対応の関係にある動詞例が広く集められていること。
（2）自動詞文ではガ格となり，他動詞文ではヲ格となる同一名詞が添えられ
　ていること。つまり，ガ格，ヲ格の対応を考慮しながら自動詞・他動詞が
　文単位で考えられていること。
　引用にあたっては，わずかだが，日本語教育の観点から次のような手を加
えた。
（1）動詞例が日本語として余り熟していないと判断し，除いたものがある。
（2）自動詞・他動詞の取る同一名詞の想定に多少無理があると判断した場
　合，名詞を省略している。また，別の名詞に置き変えたものもある。
（3）　「常用漢字表」をほぼ基準にして，かな書きにしたものがある。
　「派生対応」リストに用いられている記号は，次の通りである。
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＝　　自動詞・他動詞の共通部分（の一部）。
C　　自動詞・他動詞の共通部分で，子音の最後のもの。
j　　ヤ・ユ・ヨ（・イ・エ）の子音。i，　eの直前では消失。
w　　ワ（・イ・ウ・エ・オ）の子音。i，　u，　e，　oの直前では消失。
一　　左が自動詞，右が他動詞。
＊　　左が自動詞に対して格助詞ガ，他動詞に対して格助詞ヲ。
（a）同形の自動詞＝C（V）と他動詞＝C（V）
1．　自動詞　＝C　一他動詞　＝C　　　　　門ガ開く＝k一門ヲ開く＝k
　　水＊注ぐ一注ぐ　　　　数＊増す一増す　　　　事＊運ぶ一運ぶ
　　実＊結ぶ一結ぶ　　　　店＊休む一休む　　　　答＊誤る一誤る
　　根＊張る一張る　　　話＊終わる一終わる　　答＊間違う一間違う
　　危険＊伴う一伴う
2，自動詞　＝Ce一他動詞　＝Ce　　人ガ寄せる＝Se一人ヲ寄せる＝Se
　枝＊垂れる一垂れる　　　指＊触れる一触れる
3．　自動詞　＝Ci一他動詞　＝Ci　　門ガ閉じる＝Zi一門ヲ閉じる＝Zi
（b）自動詞＝C（V）　と他動詞＝C（V）
4．　自動詞　＝C　一他動詞　＝Ce　　　門ガあく＝k一門ヲあける＝ke
　人＊しりぞく一しりぞける　色＊付く一付ける　後＊続く一続ける
　　　軸＊傾く一傾ける　　郵便＊届く一届ける　顔＊向く一向ける
痛み＊やわらぐ一やわらげる　物＊立つ一立てる　子＊育つ一育てる
　　船＊浮かぶ一浮かべる　　駒＊並ぶ一並ぺる　腰＊屈む一屈める
　　人＊苦しむ一苦しめる　形＊ゆがむ一ゆがめる心＊慰む一慰める
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丈＊縮む一縮める　　列＊進む一進める　　　　手＊休む一休める
船＊沈む一沈める　顔＊赤らむ一赤らめる　思い＊潜む一潜める
足＊痛む一痛める　気＊ゆるむ一ゆるめる湯＊ぬるむ一ぬるめる
形＊違う一違える　準備＊整う一整える調子＊そろう一そろえる
供＊従う一従える　　願い＊かなう一かなえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひら5．　自動詞　二Ce一他動詞　＝C　　　道ガ開ける＝ke一道ヲ開く＝k
　　刃＊欠ける一欠く　　　　布＊裂ける一裂く　　足＊くじける一くじく
　　　＊頂ける一頂く　　　砂糖＊とける一とく　　ご飯＊たける一たく
　　石＊砕ける一砕く　　　　紙＊破ける一破く　品物＊さばける一さぼく
　　歯＊抜ける一抜く　　　　服＊脱げる一脱ぐ　　皮＊むける一むく
　　家＊焼ける一焼く　　　羽＊もげる一もぐ　　気＊もめる一もむ
　　品＊売れる一売る　　　　手＊切れる一切る　　紙＊ちぎれる一ちぎる
　　枝＊折れる一折る　すそ＊まくれる一まくる腕＊ねじれる一ねじる
　体＊よじれる一よじる真実＊知れる一知る　ページ＊めくれる一めくる
　手＊こすれる一こする　魚＊釣れる一釣る　あご＊しゃくれる一しゃくる
　　紙＊破れる一破る　　　氷＊割れる一割る　取っ手＊取れる一取る
　　糸＊よれる一よる　　ゆりかご＊揺れる一揺る　　＊思える一思う
6．　自動詞　＝Ci一他動詞　＝Ce　手ガ伸びる＝bi一手ヲ伸べる＝be
（c）自動詞＝Car（e）と他動詞＝C（V）
7．　自動詞　＝Car一他動詞　＝C　線ガつながる＝gar一線ヲつなぐ＝g
　穴＊ふさがる一ふさぐ　　棘＊刺さる一刺す水かさ＊増さる一増す
　心＊合わさる一合わす　　　＊つかまる一つかむ　物＊はさまる一はさむ
　傘＊たたまる一たたむ　　＊くるまる一くるむ
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8．　自動詞　＝Car一他動詞　＝Ce　人ガ助かる＝kar一人ヲ助ける＝ke
　　　　　　　　　　　金＊もうかる一もうける　絵＊掛かる一掛ける
頭＊ぶつかる一ぶつける　大根＊漬かる一漬ける　荷＊乗っかる一乗っける
値段＊下がる一下げる　　値段＊負かる一負ける　値段＊上がる一上げる
　　　　　　　　　　　　線＊曲がる一曲げる　事業＊広がる一広げる
手＊合わさる一合わせる　　水＊混ざる一混ぜる　歳月＊隔たる一隔てる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　卵＊ゆだる一ゆでる
　紙＊重なる一重ねる　　　車＊連なる一連ねる　　穴＊埋まる一埋める
　体＊屈まる一屈める　　地位＊高まる一高める　理解＊深まる一深める
計画＊決まる一決める　　評価＊低まる一低める　　国＊治まる一治める
　戸＊しまる一しめる　　会議＊始まる一始める　味＊薄まる一薄める
騒ぎ＊静まる一静める　　体＊休まる一休める　色＊染まる一染める
　水＊たまる一ためる　地盤＊固まる一固める　法＊定まる一定める
　体＊暖まる一暖める　法律＊改まる一改める　差＊縮まる一縮める
たけ＊詰まる一詰める　　人＊集まる一集める　車＊止まる一止める
　役＊勤まる一勤める　　人＊留まる一留める話＊まとまる一まとめる
　戸＊はまる一はめる　　　間＊狭まる一狭める　傘＊すぼまる一すぼめる
　足＊早まる一早める　　水＊清まる一清める　力＊強まる一強める
糸＊からまる一からめる　　＊くるまる一くるめる形＊丸まる一丸める
　噂＊広まる一広める　規則＊ゆるまる一ゆるめる　力＊弱まる一弱める
残忍＊極まる一極める　　　木＊植わる一植える　授業＊終わる一終える
様子＊変わる一変える　　　　＊交わる一交える　　目＊すわる一すえる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ひん　数＊加わる一加える　　話＊伝わる一伝える　品＊備わる一備える
9．　自動詞　＝Cor一他動詞＝Ce　心ガこもる＝mor一心ヲこめる＝me
10．自動詞　＝Care一他動詞　＝C　子ガ生まれる＝mare一子ヲ生む＝m
　皮＊はがれる一はぐ
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11．自動詞＝Care一他動詞＝Ce　枝ガ分かれる＝kare一枝ヲ分ける＝ke
12．自動詞＝Core一他動詞＝Ce物ガ埋もれるニmore一物ヲ埋める＝me
13．自動詞＝Coe一他動詞＝C　　　音ガ聞こえるニkoe一音ヲ聞く＝k
14．自動詞二Cie一他動詞＝Ci　　物ガ見える＝mi　e一物ヲ見る＝mi
　魚＊煮える一煮る
｛d｝自動詞＝C（V）と他動詞＝Cas（e）
15．自動詞　＝C一他動詞　＝Cas　　　　物ガ動く＝k一物ヲ動かす＝kas
　費用＊浮く一浮かす　　のり＊利く一利かす　腹＊すく一すかす
　　人＊せく一せかす　　子＊泣く一泣かす旗＊たなびく一たなびかす
　　目＊輝く一輝かす　　　頭＊働く一働かす　胸＊ときめく一ときめかす
　　湯＊沸く一沸かす洗濯物＊乾く一乾かす勇名＊とどろく一とどろかす
　　人＊急ぐ一急がす葉＊そよぐ一そよがす　基礎＊ゆるぐ一ゆるがす
　世間＊騒ぐ一騒がす　　土地＊遊ぶ一遊ぽす　　順番＊飛ぶ一飛ばす
　　兵＊忍ぶ一忍ぽす　　人＊転ぶ一転ぽす顔＊ほころぶ一ほころぽす
　　人＊励む一励ます　　心＊澄む一澄ます　勘定＊済む一済ます
表面＊へこむ一へこます　問題＊からむ一からます　目＊くらむ一くらます
夢＊ふくらむ一ふくらます人＊参る一参らす　　先＊とがる一とがらす
　目＊光る一光らす　　思い＊めぐる一めぐらす趣向＊凝る一凝らす
　水＊濁る一濁らす　　肉＊腐る一腐らす　　　車＊走る一走らす
　板＊そる一そらす
血＊したたる一したたらす　　毒＊散る一散らす　　　　＊鳴る一鳴らす
　　実＊なる一ならす　　　雨＊降る一降らす　　数＊減る一減らす
　　足＊滑る一滑らす　　　人＊眠る一眠らす　　水＊もる一もらす
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　顔＊曇る一曇らす　　　店＊はやる一はやらす調子＊合う一合わす
　香水＊匂う一匂わす　　　人心＊惑う一惑わす　　　心＊通う一通わす
雰囲気＊漂う一漂わす　　　　心＊迷う一迷わす　　順番＊狂う一狂わす
16．自動詞　＝C一他動詞　＝Cos　　　カガ及ぶ＝b一力ヲ及ぼす＝bos
　　国＊滅ぶ一滅ぼす
17．自動詞　＝C　一他動詞　＝Case顔ガ合う＝w一顔ヲ合わせる＝wase
18．自動詞＝Ce一他動詞　＝Cas　塩ガとける＝ke一塩ヲとかす＝kas
　夜＊明ける一明かす　　　物＊欠ける一欠かす　　話＊聞ける一聞かす
　　＊透ける一透かす　　　人＊泣ける一泣かす　　腰＊抜ける一抜かす
　芋＊ふける一ふかす　　　色＊ぼける一ぼかす　　敵＊負ける一負かす
肌＊ふやける一ふやかす　形＊ぼやける一ぼやかす　＊とろける一とろかす
　魚＊焦げる一焦がす　　獲物＊逃げる一逃がす　塗料＊はげる一はがす
樽＊ころげる一ころがす　　　物＊出る一出す　　　目＊覚める一覚ます
　熱＊冷める一冷ます　　病気＊いえる一いやす　財産＊費える一費やす
　馬＊肥える一肥やす　　　火＊絶える一絶やす　ひげ＊はえる一はやす
ビール＊冷える一冷やす　　数＊ふえる一ふやす　　火＊燃える一燃やす
　庭＊荒れる一荒らす　　木＊枯れる一枯らす　足＊疲れる一疲らす
　品＊切れる一切らす　　気＊まぎれる一まぎらす　日＊暮れる一暮らす
時間＊遅れる一遅らす　　　＊ふくれる一ふくらす真相＊知れる一知らす
　人＊じれる一じらす　　位置＊ずれる一ずらす　　話＊それる一そらす
　幕＊垂れる一垂らす　　毛＊ちぢれる一ちぢらす大＊なれる一ならす
着物＊濡れる一濡らす　　　目＊はれる一はらす　疑惑＊晴れる一晴らす
　嘘＊ばれる一ぼらす　　ご飯＊むれる一むらす秘密＊もれる一もらす
犬＊じゃれる一じゃらす　　体＊震える一震わす
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19．自動詞　＝Ci一他動詞　＝Cas　　ガ生きるニki一ヲ生かすニkas
　人＊飽きる一飽かす　　愛想＊尽きる一尽かす　　門＊閉じる一閉ざす
　水＊満ちる一満たす　　手＊伸びる一伸ばす
つぼみ＊ほころびる一ほころばす　　　　　　　薬＊しみる一します
　人＊こりる一こらす
20．自動詞　＝ci一他動詞＝cos　人ガ起きる＝ki一人ヲ起こす＝kos
　時＊過ぎる一過ごす　　物＊落ちる一落とす　国＊滅びる一滅ぼす
　人＊降りる一降ろす
21．自動詞＝Ci一他動詞　＝Cus　　カガ尽きる＝ki一力ヲ尽くす＝kus
22．自動詞＝Ce一他動詞＝Case気ガまぎれる＝re一気ヲまぎらせる＝rase
23．自動詞＝Ce一他動詞　＝Cese　　　　子ガ寝るne一子ヲ寝せるnese
24．自動詞＝Ci一他動詞　＝Cise　　　　声ガ似るni一声ヲ似せるnise
25．自動詞＝C一他動詞　＝Cakas
　　　　　　　　　　　　　紙くずガ散る＝r一紙くずヲ散らかす＝Cakas
　　糸＊こんがる一こんがらかす
26．自動詞二Ce一他動詞＝Cakas　　ガ冷える＝je一ヲ冷やかす＝jakasu
　　人＊おびえる一おびやかす　子＊甘える一甘やかす
27．自動詞＝Ce一他動詞＝Cawas
　　　　　　　　　　　　　　気ガまぎれる＝re一気ヲまぎらす＝rawas
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28、自動詞　Ce一他動詞Cekas（e）
　　　　　　　　　　　　　　子ガ寝るne一子ヲ寝かす（せる）nekas（e）
（e）自動詞＝r（e）と他動詞＝s（e）
29．自動詞＝r一他動詞＝s　　　　　　　火ガ起こる＝r一火ヲ起こすニs
　　客＊帰る一帰す　　　　　　　　　　　定説＊くつがえる一くつがえす
　　旗＊ひるがえる一ひるがえす　　　　　　　　　道＊通る一通す
　故障＊直る一直す　　　　　　　　　糸＊こんがらかる一こんがらかす
　ごみ＊散らかる一散らかす　　　　　　　　ボール＊転がる一転がす
　　水＊濁る一濁す　　　　問題＊残る一残す　　　判決＊下る一下す
　　物＊浸る一浸す　　　　　物＊渡る一渡す　　　位置＊移る一移す
　　物＊戻る一戻す　　　　　事＊なる一なす　　　　物＊余る一余す
　つた＊からまる一からます　　　　　　　　　　物＊しめる一しめす
　火＊ともる一ともす
30．自動詞　＝r　一他動詞　＝Se　　　客ガ乗る＝r一客ヲ乗せる＝Se
　　波＊寄る一寄せる
31，自動詞　＝r　　一他動詞　＝e
車ガつかまる＝r一車ヲつかまえる＝e
32．自動詞　＝re　一他動詞　＝s　　　姿ガ隠れる＝re一姿ヲ隠す＝s
　物＊倒れる一倒す　　　物＊汚れる一汚す　　水＊流れる一流す
糸＊ほぐれる一ほぐす　　山＊くずれる一くずす鍵＊はずれる一はずす
体＊やつれる一やつす　物＊つぶれる一つぶす　　＊現れる一現す
33．自動詞　＝ri一他動詞　＝s　　　　用ガ足りる＝ri一用ヲ足す＝s
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34．自動詞　二re一他動詞　＝t　　　　ガ分かれる＝re一ヲ分かつ＝t
35．自動詞　＝re一他動詞　＝k　　　　紙ガ破れるニre一紙ヲ破くニk
36．自動詞　二re一他動詞＝se　背ガもたれるニre一背ヲもたせる＝se
37．自動詞　＝w　一他動詞　＝s　　　　　田ガ潤うニw一田ヲ潤すニs
38．自動詞　＝w　一他動詞＝se　街ガにぎわう＝w一街ヲにぎわせる＝se
39．自動詞　＝je一他動詞　＝s　　　　火ガ燃える＝je一火ヲ燃す＝s
40．自動詞Ci　e一他動詞　Ces　　　　火ガ消えるki　e一火ヲ消すkes
41．自動詞Ci　e一他動詞　Cise　　物ガ見えるmi　e一物ヲ見せるmise
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4．練習問題
　教室で行う練習が，学習目的，学習段階，学習環境などによって異なるこ
とはいうまでもない。したがって，ここに示す練習問題は，あくまでもひと
つの参考例であり，形式，使用語彙などは，実際に練習を行う教師がより適
切なものを工夫することが望ましい。
　ここでの構成は，以下の通りである。
1．絵を使用する練習について
∬．文型練習例
　A．　「なる」
　　1．形容詞
　　2．名　　詞
　　3．形容動詞
　　4．混　　合
　B．「する」
　　1．形容詞
　　2．形容動詞
　　3．混　　合
　C．　「なる」　「する」の混合
　D．決定・選択を表す「＿にする」
　E．
　　1．　「＿ことになる」
　　2．　「＿ことにする」
　F．
　　1．　「　　ようになる」
　　2．　「＿ようにする」
　G．自動詞・他動詞
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1．絵を使用する練習について
　視覚でとらえた対象を言葉で表現することが基本的な言語表現のひとつで
あることを考えると，教室において，視覚教材としての絵や写真などを説明
させたり，それについて問答を行ったりすることは，きわめて自然で，かつ
有効な練習であるということができよう。とくに映画を視聴させた後の練習
であるので，それを“強化”させる意味でも絵などを使った効果的な練習を
工夫したいものである。そのための参考として，ここでは一例を示しておく
ことにする。
1．　まず，誰でも行っている素朴な練習だが，「形容詞＋なる」の基本的語
法を身につけさせるには，はっきりした色の変化を，実際の色を使って示す
ことである。（1）のように厚紙に二色示し，矢印をつけるだけでも，これを練
（1）
　　，’（白）　　　　　　，（赤）
　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
M‘㌣る
●＿．ロO→ ●＿．．●
・　　u●◎⑧
　　　φ　ノづ乏
（2）　　　　音
習のための約束ごととして「赤くなり
ました。」　と言わせ，用意した絵を次
々にかえることにより，　「黒くなりま
した。」，「青くなりました。」，「白くな
りました。」などと続け，「連用形＋な
る」の定着をはかることができる。
2．次に，練習の約束ごとに慣れたと
ころで，（2）のような絵を見せる。映画
に関連した絵でもあるから，絵は上手
でなくてもポイントさえおさえておけ
ぽ，学習者は何か言いたくなるもので
ある。「大きくなりました。」などの反
応が返ってくれぽ理想的である。絵の
中央下に「音」と書いてあるが，「ステレオの音」でも「ジャズの音」でも
よい。これは，「何が」を問題にして問答するときのためのヒントであり，
やはり約束ごとである。
　　　　　　　　　　　　　　　－68一
（3）
（5）
　以下同様の考え方で，（3）「（エンピ
ツが）短くなりました。」，（4）「寒くな
りました。」，（5）「（コーヒー）が冷たく
なりました。」などといろいろ工夫す
ることができよう。絵だけでは反応を
ひとっにしぼることが難しいような場
合には，先の②のように中央下に必要
な情報を書けばよい。これは，適確な表現を導き出すためのcueでもある。
（6）の「うちの中が明るくなりました。」や（7）の「髪の毛が長くなりました。」
などはその例である。
（6）　　　うちの中
　そして，この練習の約束ごと（ルール）に十分慣れたら，絵のかわりに，
すべて文字で必要な情報を与えても，与えられた事柄（事実関係）を口頭で
表現するという練習を続けることはできる。
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安　　　　　　高
い　　　　　　　　　い
で　　　　　　　　で　　　ぺす 　　　　　す
（8）　ガソリン
や　　　　　　鱒
さ　　　　　　　しか
しで　　＿→　　い
；；す日本語手
つ　　　　　　　お
ま　　　　　　も
ら　　　　　　し　　　つなで　 　　　ろで
しi『簸蜜しす
（8）　「ガソリンが高くなりました。」，（9）「日本語が難しくなりました。」，⑩
「勉強がおもしろくなりました。」のように，絵で描き表すのが難しいよう
な事柄を示すことができる。
　この方法は，進んだ段階で，ある事実関係を説明させる場合にもそのまま
利用することができよう。たとえば，（9）と同様，中央下に「日本語」と書く
場合でも，⑪では「日本語が好きになりました。」を，⑫では「日本語がで
きるようになりました。」を練習させることができる。
き　　　　　　好
ら　　　　　　き
い　　　　　　　　で　　　づで 　　　　　す㌫躰語
で　　　　　　　　で
き　　　　　　き
ま　　　　　　　　ま　　　つせ 　　　　　す
6　日本語
3．今度は，同様の考え方で，⑬のような絵を考えてみよう。
　　　　　　　　　　　　　　　　絵の中央上に「森さん」と書いたり，
　　　　　　　　　　　　　　　　　何か象徴的な略画などを添えたりする
　　　　　　　　　　　　　　　　　ことは，新しい約束ごとであり，変化
　　　　　　　　　　　　　　　　　を起こさせる動作主を示すことにな
　　　　　　　　　　　　　　　　　る。筆老の経験では，導入段階での指
　　　　　　　　　　　　　　　　　導が十分に行われている場合，とくに
　　　　　　　　　　　　　　　　　説明を与えなくても，　「森さんは……
？」と言いかけたところで学習者から「音を大きくしました。」という反応が
返ってくるのが普通である。ここで「音は？」と尋ねて「大きくなりまし
た。」が引き出せれぽ，全く同じ事柄を表現する場合でも視点が違えば表現
形式が違ってくることを理解させるための糸口をつかんだことになろう。
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以下，同様に，⑭「森さんは車を赤くしました。」，「車は赤くなりました。」
　　　　　　　くるま（10　　　　車
森さん
⑮　　　　コーヒー
⑮「森さんはコーヒーを熱くしまし
た。」，「コーヒーは熱くなりました。」，
「森さんは部屋をきれいにしました。」，
「部屋はきれいになりました。」などと
いろいろ工夫することができる。
　また，　「なる」のときと同様に，練
習のパターンに十分慣れたら，絵のか
わりに文字を使って図示し，以下のように発展させることも可能であろう。
　　　　　　　　づ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　や　す　　　　　で　　す　　一→　す　　す　　　　　す（⑰部屋す（1鋤若晶　㈹ガ・・ン
　　i　　　　　　　　　　　OWは「森さんは部屋を明るくしました。」，08は「オ　　　　本田さん　有
　　　　＿筆ぺ・ク妬油を高くしました」（1③は・政府はガ
　　　　　　　　す　　ソリンを高くしました。」，⑳は「本田さんは日本
⑳日本の車　の車鮪名1。しました．」をねら。ているが，「部
屋」，「石油」などを問題にした問答も可能である。また，OWについても「誰
が部屋を明るくしましたか。」という問の答は「森さんが明るくしました。」
となるなど，いろいろ練習することができる。
　　　　　　　　　　　　　　－71一
　以上，絵を使った練習問題の一例を紹介したが，実際に指導にあたる教師
は，学習者と共有する環境をうまく生かして，効果的な視覚教材を作成する
ことができるであろう。
皿．文型練習例
　これは，映画を見た後，1に示したような絵を用いた練習で「なる」「す
る」の基本的な意味・用法を十分理解した学習者に対して，それをさらにし
っかり身につけさせ，表現力を高めるための練習の例である。学習者のもつ
条件に合わせて，形式，使用語彙などを調整する必要のあることは先に述べ
た通りである。
A－1－a
　（例）　薄い一一→薄くなりました。
（1）大きい　　　⑩暗い　　　⑱やさしい
（2）固い　　⑪白い　　⑲熱い
（3）黒い　　（②小さい　　⑳短い
（4）青い　　　　　　㈲うるさい
（5）美しい　　03高い　　⑳暑い
（6）いい　 ⑭難しい　 ⑳甘い
（7）まるい　　　　⑮　おもしろい　　⑭　あたたかい
（8）明るい　　　　⑯　安　い　　　　㈲　きたない
（9）赤い　 ⑰涼しい　 ⑳つまらない
（注）：（1）～⑫は，映画で使われた語彙。以下同じ区切り方をする。
A－1－b
（例）｛含：警㌶ん虻，ました為
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（1）大きいですね。
（2）固いですね。
（3）黒いですね。　’、
（A－1－aのcue　lこ基づく）
A－2
（例・）｛含：漂f巖な，軌
（例・）｛：：㌻潔鑑。なり軌
（1）もう夜ですね。　　　　（8）もう11月ですね。
（2）いい色ですね。　　　　（9）いい絵ですね。
　　　　　　　　　　　　⑩にぎやかな町ですね。
（3）もう12時ですね。　　　⑪もう4年生ですね。
（4）もう秋ですね。　　　　⑫いい季節ですね。
⑤きれいな皿ですね。　　⑬立派な論文ですね。
（6）もう金曜ですね。　　　⑭日本的な絵ですね。
（7）やさしい子供ですね。　⑮日本に来て，もう3年ですね。
A－3
（例）｛含：驚蕊ん静か剛まし甑
（1）元気ですね。　　　　　　　（8）下手ですね。
（2）きれいですね。　、　　　（9）不便ですね。
（3）便利ですね。　　　　　　　⑩複雑ですね。
（4）上手ですね。　　　　　　　⑪簡単ですね。
（5）じょうぶですね。　　　　　⑫日本的ですね。
（6）有名ですね。　　　　　　　⑬単純ですね。
（7）にぎやかですね。　　　　⑭立派ですね。
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A－4－a
（例）音，小さいです。
一→音が小さくなりました。
（1）音，大きいです　　　　　⑱ガソリン，高いです
（2）皿，青いです　　　　　　　⑲交通，便利です
　　　　　　　　　　　　　⑳シャツ，きたないです
（3）部屋，明るいです　　　　㈲シャツ，きれいです
（4）部屋，静かです　　　　　　⑳シャツ，白いです
（5）子ども，元気です　　　　　⑳テープレコーダー，古いです
（6）町，にぎやかです　　　　　⑳スープ，ぬるいです
（7）日本語，上手です　　　　　⑳キャンパス，さびしいです
（8）辞書，きたないです　　　　㈲文法，複雑です
⑨日本語，難しいです　　　　θあの人，好きです
⑩試験，やさしいです　　　　⑳野菜，高いです
⑪おそぼ，好きです　　　　　⑳祖母，元気です
⑫天気，いいです　　　　　帥風邪をひいている人，多いで
⑬目，悪いですす⑭（お）酒，きらいです　　　㈲エンピツ，短いです
⑮部屋，涼しいです　　　　　助日本語の勉強，おもしろくあ
⑯勉強，おもしろいです　　　　りません
⑰都合，悪いです
A－4－b
（例）｛；：蕊霞熟胤甑
（1）薄いですね。　　　　　　（6）きれいですね。
（2）難しいですね。　　　　　　⑦強いですね。
（3）暑いですね。　　　　　　　（8）つまらないですね。
（4）やさしいですね。　　　　　（9）楽しいですね。
⑤美しいですね。　　　　　　⑩悲しいですね。
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⑪にぎやかですね。　　　　　⑳いいですね。
⑫暗いですね。　　　　　　⑳もう冬ですね。
⑬涼しいですね。　　　　　　㈲小さいですね。
⑭明るいですね。　　　　　㊧元気ですね。
⑮もう朝ですね。　　　　　⑳じょうぶですね。
㈹あたたかいですね。　　　　㈲うるさいですね。
⑰春ですね。　　　　　　　　⑳静かですね。
⑱おもしろいですね。　　　　θもう夜ですね。
⑲青いですね。　　　　　　　閤寒いですね。
B－1－a
（例）薄い一→薄くします。
1…M＋・と同じものを使用　　　1
B－1－b
（例）｛含：蕊纂㌫きく．たんで丸
（1）小さいですね。　　　　　⑪甘いですね。
（2）赤いですね。　　　　　　　⑫きたないですね。　　　　　　’
（3）暗いですね。　　　　　　⑬固いですね。
（4）明るいですね。　　　　　　⑭あたたかいですね。
（5）白いですね。　　　　　　　⑮難しいですね。
（6）薄いですね。　　　　　　θ短いですね。
（7）冷たいですね。　　　　　　⑰熱いですね。
（8）長いですね。　　　　　　⑱濃いですね。
（9）低いですね。　　　　　　⑲からいですね。
⑩黒いですね。　　　　　　　⑳高いですね。
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B－1－C
（例）　音が大きい
　　　一→森さんは，音を大きくしました。
1（・）音が小さい　　⑩ステ・オの音・・トさい
1（2）皿が大きい　　　　　　　　⑪部屋が暖かい
　（3）皿が固い　　　　　　　⑫コーヒーが甘い
　（4）皿が青い　　　　　　　　　⑬部屋が明るい
　（5）皿が黒い　　　　　　　　　⑭壁が白い
　（6）部屋が暗い　　　　　　　　⑮論文が短い
　（7）紅茶が熱い　　　　　　　⑯スカートが短い
　（8）部屋がきたない　　　　　　⑰パーティーがおもしろい
　（9）髪の毛が長い　　　　　　　⑱スープがからい
B－2
（例）　部屋はきれいです，友達
一→友達が部屋をきれいにしました。
（1）コップはきれいです，坂本さん
（2）日本の車は有名です，本田さん
（3）パーティーはにぎやかです，友達
（4）うちは立派です，林さん
（5）会社は有名です，松下さん
（6）部屋は日本的です，ヤンさん
（7）話は具体的です，先生
（8）私はしあわせです，両親
B－3－a
（例）｛鍍［ぼ誌，、大きくしたん蝕
一 76一
（1）明るいですね。　　　　　　⑯日本的な部屋ですね。
（2）黒いですね。　　　　　　　⑰使いやすい部屋ですね。
（3）熱いですね。　　　　　　⑱使いやすいですね。
（4）固いですね。　　　　　　　⑲便利ですね。
（5）美しいですね。　　　　　　⑳きたないですね。
（6）きれいですね。　　　　　　⑳きれいですね。
（7）有名ですね。　　　　　　　助読みやすいですね。
（8）にぎやかですね。　　　　　㈲おもしろいですね。
（9）うるさいですね。　　　　　⑭具体的ですね。
⑩静かですね。　　　　　　　臼短い話ですね。
⑪立派ですね。　　　　　　　㈱短いですね。
⑫大きいですね。　　　　　　θ読みやすい本ですね。
⑬大きなレストランですね。　⑳読みやすいですね。
⑭明るい部屋ですね。　　　　⑳長いですね。
⑮日本的ですね。　　　　　ω長い練習ですね。
B－3－b
（例）　音，大きい
一→坂本さんは，音を大きくしました。
（1）部屋，きたない
（2）皿，青い
（3）部屋，暗い
（4）ステレオの音，小さい
（5）コーヒー，薄い
（6）部屋，きれいだ
（7）髪の毛，短い
（8）部屋，明るい
（9）壁の色，白い
⑩コーヒー，熱い
⑪問題，複雑だ
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⑫パーティー，にぎやかだ
⑬セーター，緑
⑭子供，学者
⑮コップ，きれいだ
⑯自分の部屋，子供の部屋
⑰論文，読みやすい
08パーティー，楽しい
⑲子供たち，しあわせだ
⑳ラジオの音，大きい
C－1
　（例1）音が大きくなりました。
　　　　一→音を大きくしました。
　（例2）音を大きくしました。
　　　　一→音が大きくなりました。
（1）部屋が明るくなりました。
（2）部屋をあたたかくしました。
（3）ビールを冷たくしました。
（4）店が大きくなりました。
（5）問題がやさしくなりました。
（6）勉強する時間が短くなりました。
（7）試験が難しくなりました。
（8）部屋を明るくしました。
（9）会社を有名にしました。
⑩問題が具体的になりました。
⑪コーヒーが冷たくなりました。
⑫部屋をきたなくしました。
⑬ステレオの音が大きくなりました。
⑭試験をやさしくしました。
⑮町をきれいにしました。
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⑯論文が読みやすくなりました。
⑰部屋がきれいになりました。
⑱みんなをしあわせにしました。
⑲練習をやさしくしました。
⑳子供が数学の教師になりました。
C－2　「なりました」か「しました」を入れて文を完成しなさい。
（1）坂本さんは，病気に　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
（2）庭をきれいに　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
（3）日本語の勉強がおもしろく　　　　　　　　　　　　　。
（4）森さんの本が有名に　　　　　　　　　　　　　　　　。
（5）古いうちを新しく　　　　　　　　　　　　　　　　　。
（6）買物が便利に　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑦5時ごろ外が暗く　　　　　　　　　　　　　　　。
（8）町が大きくにぎやかに　　　　　　　　　　　　　　　。
（9）週末セこアパートをきれいに　　　　　　　　　　　　　。
αΦきらいなさしみが好きに　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑳豊田さんが会社を大きく　　　　　　　　　　　　　　。
⑫オペック（OPEC）が石油を高く　　　　　　　　　。
⑬日本語がやさしく　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑭東京は空気が少しきれいに　　　　　　　　　　　　　　。
⑮先週から冬休みに　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑯コーヒーを少し熱く　　　　　　　　　　　　　　　。
⑰テレビを見るのがおもしろく　　　　　　　　　　　。
⑱あの人が好きに　　　　　　　　　　　　　　　　　。
⑲むすめをピアノの先生に　　　　　　　　　　　　　　。
⑳林さんの子供は先生に　　　　　　　　　　　　　　　　　。
D－1
（例）昼ごはんは，サンドイッチです。
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一→昼ごはんは，サンドイッチにしましょう。
（1）旅行は，来月です。
（2）場所は，東北です。
（3）乗り物は，新幹線です。
（4）出発は，朝です。
（5）飲み物は，ブランデーです。
（6）映画は，日本のです。
（7）音楽は，ジャズです。
（8）朝ごはんは，トーストです。
（9）会議は，来週です。
⑩ゼミのテキストは，「目本の歴史」です。
⑪使う言葉は，日本語です。
⑫メンバーは，この5人です。
0⑳ウィスキーは，サントリーです。
⑭会費は，500円です。
⑮ワインは，カリフォルニアの白ワインです。
⑯ジュースは，オレンジです。
⑰教科書は，この本です。
⑱スープは，ポタージュです。
⑲時間は，3時からです。
⑳今日の練習は，ここまでです。
D－2
（例）｛；：難諜鷲㌃ビールにし軌
（1）私はすしを食べます。
（2）私はお酒を注文します。
（3）私はモーツァルトを聞きます。
（4）私はフランス語を勉強します。
（5）私は新宿へ行きます。
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（6）私は中華料理を食べます。
（7）私は赤いワインを飲みます。　　　‘
（8）私は明日行きます。
（9）私は飛行機で行きます。
⑩私は夜，行きます。
⑪私はジャズを聞きます。
⑫私は新幹線で行きます。
⑬私はコーヒーを飲みます。
⑭私はラーメンを食べます。
⑮私はそばを注文します。
0θ私は英語で書きます。
⑰私はパンを注文します。
⑱私は日本の映画を見ます。
⑲私は京都へ行きます。
⑳私はすきやきを食べます。
E－1－a
（例）　クラスは9時に始まります。
　　一→クラスは9時に始まることになっています。
（1）車は左側を走ります。
（2）毎週月曜日セこはクイズがあります。
（3）2学期は9月10日に始まります。
（4）土曜日はクラスがありません。
（5）遅刻した学生は教室に入ることができません。
（6）冬は11月から暖房が入ります。
（7）レポートは目本語で書かなければいけません。
（8）家賃は月末に払います。
（9）教室では英語を使うことができません。
㈹森さんは来月結婚します。
⑪JAL783便は，夜9時ごろ成田に着きます。
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⑫坂本先生は今日いらっしゃいません。
⑬秋，みんなで奈良へ行きます。
E－1－b
（例）｛；：農㌘㍊燃三1㌫：㍍
　　　　　ほんとうは，あまり行きたくなかったんですが…。
（1）学校を休むんですか。
（2）英語を教えるんですか。
（3）アルバイトをするんですか。
（4）お金を借りるんですか。
（5）入院するんですか。
（6）大学をやめるんですか。
（7）国へ帰るんですか。
（8）働くんですか。
（9）結婚するんですか。
⑩あなたのアパートでパーティーをするんですか。
E－2－a
（例）｛巽鷲蕊㌶：や。と行く。とにしまは
（1）働きますか。
（2）論文を書きますか。
（3）結婚しますか。
（4）大学をやめますか。
（5）文学を専攻しますか。
（6）国へ帰りますか。
（7）日本語の先生をしますか。
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（8）大学院へ行きますか。
（9）入院しますか。
⑩アルバイトをしますか。
⑪お酒をやめますか。
⑫彼と別れますか。
⑬日本で働きますか。
E－2－b
（例）農鷲遼蕊、います、㍉熟まだは。きり決め
　　　　　ていないんです。
1・ぽE－・・と同じものを使用　　　1
F－1
（例）｛含：野籠嶽；話せなか。たんです、㍉。のごろ，
　　　　　｛1雀8｝話せるようになりまは
（1）辞書を使いますか。
（2）テレビのニュースがわかりますか。
（3）散歩をしますか。
（4）日本語の新聞が読めますか。
（5）お酒を飲みますか。
（6）日本の映画が好きですか。
（7）日本の小説を読みますカS
（8）日本語で読めますか。
（9）スポーツをしますか。
⑩タバコをすいますか。
⑪テレビでドラマを見ますか。
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⑫テレビのドラマがわかりますか。
⑬日本語の勉強はおもしろいですか。
⑭日本の演歌がわかりますか。
⑮演歌が好きですか。
F－2
　（例1）　早く寝なけれぽいけません。
　　　　一→早く寝るようにしてください。
　（例2）風邪をひいてはいけません。
　　　　一→風邪をひかないようにしてください。
（1）日本語で話さなけれぽいけません。
（2）英語を使ってはいけません。
（3）宿題を忘れてはいけません。
（4）毎日，新聞を読まなければいけません。
（5）飲みすぎてはいけまぜん。
（6）クラスを休んではいけません。
⑦クラスのあと，復習しなければいけません。
（8）薬をきちんと飲まなけれぽいけません。
（9）早くお金を返さなければいけません。
⑩寝坊してはいげまぜん。
⑪よく予習しなければいけません。
⑫遠慮してはいけません。
G
（例1）皿が乾きました。一→皿を乾かしました。
（例2）皿を乾かしました。一→皿が乾きました。
（1）窓を開けました。　　　　　（3）車が止まりました。
（2）電気を消しました。　　　　（4）色が変わりました。
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（5）会議が始まりました。　　　㈲大学が決まりました。
（6）窓が開きました。　　　　　⇔電気がつきました。
（7）電気をつけました。　　　　⑳会議を続けました。
（8）ビールを冷やしました。　　㈲結果を出しました。
（9）電気が消えました。　　　　田ビールが冷えました。
⑩結果をまとめました。　　　θ仕事が進みました。
⑪色を変えました。　　　　⑳車を止めました。
⑫アパートを見つけました。　閤森さんが起きました。
⑬会議を始めました。　　　㈹電話がかかりました。
⑭森さんを起こしました。　　㈲大学を決めました。
⑮結果が出ました。　　　　　助資料が集まりました。
⑯計画を立てました。　　　臼スープが暖まりました。
⑰会議が続きました。　　　　64仕事が済みました。
08資料を集めました。
09電話をかけました。
⑳コーヒーを暖めました。
⑳仕事を進めました・　　　　　　　1
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資料1．使用語彙一覧
　これは，この映画中に言語表現として現れた全ての語について一覧表にし
たものである。資料2のシナリオ全文同様，教材として活用できることも考
慮してかな（ひらがな，かたかな）書きにしてある。
　1．見出し語はアイウエオ順に配列し，そこにその使用文例を全て書き出
　　した。
　2．見出し語の認定については，初級日本語教育の立場に立っている。
　　2．－1．接尾辞「さん」「ど（度）」は，見出し語として取り上げている。
　　2．－2．　数詞は，助数詞と切り離して見出し語に立てている。
　　2．－3．動詞は，終止形を見出し語にしている。
　　2－4．形容動詞は「＿な」の形を見出し語にしている。
　　2．－5．　「すみません」等，慣用的表現として扱ったものは，そのまま
　　　見出し語にしている。
　　2－6．　接続助詞「て」は，ここでは動詞部分に含め見出し語にしてい
　　　ない。
　3．見出し語の語義，活用変化，他の語との結びつき等に基づいて下位分
　　類する場合には，（1）（2）．＿．．のようにした。
　　3．－1．動詞は，まず本動詞としての用法と補助動詞としての用法で大
　　　きく二分した。（（本動詞の場合））「ます形」であるか，「＿て」の形
　　　であるかで下位分類し，また常体での言い方は，一語扱いにして別の
　　　分類にした。（（補助動詞の場合））補助動詞が違えば下位分類してあ
　　　る。
　　3．－2．動詞「なる」「する」は，前接する品詞の違いにより下位分類
　　　してある。
　　3．－3．　「ます」　「ました」は，下接する終助詞の違いにより下位分類
　　　してある。
　　3．－4．　助詞「に」は，その意味・用法によって，また下接する動詞が
　　　　　　　　　　　　　　　一89一
　「なる」「する」の場合はその違いによって下位分類してある。
4．使用文例の文頭には，①②．．．．．．の数字がつけてある。これはシナリナ
　での文通し番号であり，この解説書全体に共通のものである。同一見出
　し語内では，この順に文例を提出した。（1）（2）＿＿と下位分類した場合
　も，その分類内で同一の提出順をとっている。全くの同一文については
　通し番号を横に並べ，引用を一回ですませた。
5．見出し語の横には〔〕で当用漢字の範囲内で漢字を示し，またその横
　には（）で語の使用回数を示した。
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ああ（1）
　⑱　ああ，しずかになった。
あお〔青〕（1）
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
あおい〔青い〕（1）
　⑭こことここは，あおくします。
あかい〔赤い〕（2）
　⑳あかくなります。
　㊨あかくなりました。
あかるい〔明るい〕（2）
　㊧あかるくなります。
　⑯　あかるくなりました。
あさ〔朝〕（1）
　⑳あさになりました。
いい（1）
　⑲いいいうになりましたね。
いち〔一〕（1）
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
いる（1）
　①なにをつくっていますか。
いれる〔入れる〕（2）
　⑨かまに，いれます。
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
いろ〔色〕（3）
　⑫どんないうにしますか。
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
⑲いいいうになりましたね。
うすい〔薄い〕（3）
　　　　　　　　　　　　　　－91一
　③うすくします。
　⑥うすくなりましたね。
　⑳うすくしました。
うっくしい〔美しい〕（2）
　⑬うつくしいさらになりましたね。
　⑳　 うつくしいさらになりました。
ええ（1）
　⑯ええ，なりますよ。
おおきい〔大きい〕（5）
　④おおきくします。
　⑤おおきくなりますね。
　⑳　おおきくしました。
　⑩　おとをおおきくしました。
　⑫　おおきくなりました。
おおきな〔大きな〕（1）
　⑬　おおきなおとだな。
おと〔音〕（6）
　⑬　おおきなおとだな。
　⑮　もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
　⑩おとをおおきくしました。
　⑪⑳　おとは，どうなりましたか。
　⑭おとをちいさくしました。
か⑯
　①なにをつくっていますか。
　⑫どんないうにしますか。
　⑮　こんないうが，くろやあおになりますか。
　⑳どうしましたか。
　⑳　どんなかたちにしましたか。
　　　　　　　　　　　　　　－92一
　㊧⑳⑯⑳⑳　どうなりましたか。
　⑳どんなさらになりましたか。
　⑭なんですか。
　⑲⑱　もりさんは，なにをしましたか。
　⑳⑮　おとは，どうなりましたか。
が（1）
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
かたい〔固い〕（2）
　⑪ずいぶんかたくなりましたね。
　㊧かたくなりました。
かたち〔形〕（1）
　⑳　どんなかたち1こしましたか。
かま〔窯〕（2）
　⑨かまにいれます。
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
かわかす〔乾かす〕（1）
　⑧かわかします。
ください〔下さい〕（1）
　⑮もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
〈らい〔暗い〕（2）
⑫　くらくなります。
　⑳　くらくなりました。
くろ〔黒〕（2）
⑬くろにします。
⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
ここ（2）
⑭こことここは，あおくします。
⑭こことここは，あおくします。
　　　　　　　　　　　　　　－93一
これ（1）
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
こんな（1）
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
さら（6）
　②　さらです。
　⑦さらになりましたね。
　⑱うつくしいさらになりましたね。
　⑳　まるいさらにしました。
　⑳どんなさらになりましたか。
　⑳　うつくしいさらになりました。
さん（3）
　⑯　もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
　⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
しずかな〔静かな〕（2）
　⑨　ああ，しずかになった。
　⑰　しずかになりました。
しろい〔白い〕（1）
　⑫しろくなりました。
ずいぶん〔随分〕（1）
　⑪ずいぶんかたくなりましたね。
すこし〔少し〕（1）
　⑮もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
すみません（1）
　⑯　すみません。
する⑮
（1）⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
（2）⑫　どんないうにしますか。
　　　　　　　　　　　　　　　－94一
　⑬くろにします。
　⑳　どんなかたちにしましたか。
　⑳　まるいさらにしました。
（3）③　うすくします。
　④おおきくします。
　⑭こことここは，あおくします。
　⑳うすくしました。
　⑫　おおきくしました。
　⑰ちいさくします。
　⑳　おとをおおきくしました。
　⑭　おとをちいさくしました。
（4）⑳　どうしましたか。
（5）⑮　もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
だ（1）
　⑬おおきなおとだな。
ちいさい〔小さい〕（4）
　⑮もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
　⑳ちいさくします。
　⑭　おとをちいさくしました。
　⑯　ちいさくなりました。
つくる〔作る〕（1）
　①なにをつくっていますか。
です（2）
　②　さらです。
　⑭　なんですか。
と（1）
　⑭こことここは，あおくします。
ど〔度〕（1）
　　　　　　　　　　　　　　－95一
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
どう（8）
　⑳どうしましたか。
　⑫⑳⑯⑳⑳　どうなりましたか。
　⑳⑯　おとは，どうなりましたか。
どんな（3）
　⑫どんないうにしますか。
　⑳　どんなかたちにしましたか。
　⑳どんなさらになりましたか。
な（1）
　⑬おおきなおとだな。
なに〔何〕（4）
（1）①　なにをつくっていますか。
　⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
（2）⑭　なんですか。
なる助
（1）⑯　ええ，なりますよ。
（2）⑦　さらになりましたね。
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
　⑱うつくしいさらになりましたね。
　⑲いいいうになりましたね。
　⑳どんなさらになりましたか。
　⑳　うつくしいさらになりました。
　⑳あさになりました。
　⑬⑩　よるになりました。
（3）⑤　おおきくなりますね。
　⑥うすくなりましたね。
　⑪ずいぶんかたくなりましたね。
　　　　　　　　　　　　　　－96一
　⑳かたくなりました。
　㊧あかるくなります。
　⑳あかくなります。
　⑳　くらくなります。
　⑳あかるくなりました。
　⑳あかくなりました。
　⑳　くらくなりました。
　⑫しろくなりました。
　⑫おおきくなりました。
　⑯ちいさくなりました。
（4）⑰　しずかになりました。
（5）㊧⑳⑯⑳⑳　どうなりましたか。
　⑳⑯　おとは，どうなりましたか。
（6）⇔　ああ，しずかになった。
に⑮
（1）⑨　かまにいれます。
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
（2）⑦　さらになりましたね。
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
　⑬うつくしいさらになりましたね。
　⑲いいいうになりましたね。
　⑰　どんなさらになりましたか。
　⑱うつくしいさらになりました。
　⑳あさになりました。
　⑳⑳　よるになりました。
（3）⑫　どんないうにしますか。
　⑬くろにします。
　⑳　どんなかたちにしましたか。
　　　　　　　　　　　　　　－97一
　⑳　まるいさらにしました。
ね（6）
　⑤おおきくなりますね。
　⑥うすくなりましたね。
　⑦さらになりましたね。
　⑪ずいぶんかたくなりましたね。
　⑱うつくしいさらになりましたね。
　⑲いいいうになりましたね。
は（5）
　⑭こことここは，あおくします。
　⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
　⑪⑳　おとは，どうなりましたか。
ました（34）
（1）⑳　うすくしました。
　⑫　おおきくしました。
　⑳まるいさらにしました。
　⑳　かたくなりました。
　⑳　うつくしいさらになりました。
　⑳あさになりました。
　⑬⑳　よるになりました。
　⑳　あかるくなりました。
　⑳あかくなりました。
　⑳　くらくなりました。
　⑫しろくなりました。
　⑳おとをおおきくしました。
　⑫おおきくなりました。
　⑭　おとをちいさくしました。
　⑯　ちいさくなりました。
　　　　　　　　　　　　　　－98一
　⑰　しずかになりました。
（2）⑳　どうしましたか。
　㊧　どんなかたちにしましたか。
　⑳⑳⑳⑳⑳　どうなりましたか。
　⑳どんなさらになりましたか。
　⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
　⑪⑳　おとは，どうなりましたか。
（3）⑥　うすくなりましたね。
　⑦さらになりましたね。
　⑪ずいぶんかたくなりましたね。
　⑱うつくしいさらになりましたね。
　⑲いいいうになりましたね。
ます⑰
（1）③　うすくします。
　④おおきくします。
　⑧かわかします。
　⑨かまにいれます。
　⑩やきます。
　⑬くろにします。
　⑭こことここは，あおくします。
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
　⑳　あかるくなります。
　⑳あかくなります。
　⑳　くらくなります。
　⑰ちいさくします。
（2）①　なにをつくっていますか。
　⑫どんないうにしますか。
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
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（3）⑤　おおきくなりますね。
（4）⑯　ええ，なりますよ。
まるい〔円い〕（1）
　⑳まるいさらにしました。
もう（2）
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
　⑯　もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
もり〔森〕（3）
　⑮もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
　⑲⑬　もりさんは，なにをしましたか。
や（1）
　⑮こんないうが，くろやあおになりますか。
やく〔焼く〕（1）
　⑩　やきます。
よ（1）
　⑯ええ，なりますよ。
よる〔夜〕（2）
　⑳⑳　よるになりました。
を（7）
　①なにをつくっていますか。
　⑰これをもういちど，かまにいれます。
　⑮　もりさん，おとをもうすこしちいさくしてください。
　㊨魯　もりさんは，なにをしましたか。
　⑳おとをおおきくしました。
　⑭　おとをちいさくしました。
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資料2．　シナリオ全文
題名日本語教育映画
　　　　　「うつくしいさらになりました」一「なる」「する」一
企　　画　　国立国語研究所
制作日本シネセル株式会社
フィルム　　16％EKカラー・スタンダード
巻　　数　全一巻
上映時間　　5分
現像所　東洋現像所
録音アオイスタジオ
完成昭和51年3月31日
制作スタッフ
制作神崎晴之　脚本前田直明演出前田直明　演出助手辛島徹夫撮影相良国康　撮影助手市川　哲照　明　伴野　 功　　音　楽　吉田征雄
録音堀内戦治（アオイスタジオ）
　ネガ編集　亀井　　正
配　　役
　（PART1）陶工（声）　　　　　　三　田　松五郎
　　　　　　見学者（男）　（声）　　八　木　光　生
　　　　　　　〃（女）（声）　中村恵子
　　　　　　質問者（男）　　　　　内　山　彰　夫
　　　　　　答える人（女）　　　大方斐紗子
　（PART2）質問者（男）　　内山彰夫
　　　　　　答える人（女）　　　大方斐紗子
　（PART3）森（学生）　　　　　森　　　亮　輔
　　　　　　坂本（学生）　　　　　斎　藤　譲　一
　　　　　　質問者　　　　　　内山彰夫
　　　　　　答える人　　　　　　大方斐紗子
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カット
1
2
3
4
5
5
6
7
8
9
10
11
12
画　　面　1　セ・・
メイン・タイトル
　日本語教育映画
サブ・タイトル
　うつくしいさらになりま
　した
　一「なる」「する」一
（PART　1）
見学者A・Bの歩き
ロング
ろくろの前
見学者と陶工，ろくろを回そ
うとしている，移動　Z・U
ろくろを回す手もと
変化していく粘土
さらの形，ほぼ整う
できぽえをみる陶工
乾燥場，器が並んでいる
器を運んでくる
窯入れ，炎
焼きあがったさら
A，それをはじいてみて
うわぐすり液にさらをつける
ひしゃくでさらにうわぐすり
をかける
うわぐすりをかけたさら
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Ar①なにをっくっています
　　か。」
陶工「②さらです。」
　「③うすくします。
　「④おおきくします。」
Br⑤おおきくなりますね。」
Ar⑥薄くなりましたね。」
Br⑦さらになりましたね。」
陶工「⑧かわかします。」
陶工「⑨かまにいれます。
　　　⑩やきます。」
Ar⑪ずいぶんかたくなりま
　　したね。」
Br⑫どんないうにします
　　か。」
陶工「⑬くろにします。」
　「⑭こことここは，あおく
　　します。」
Br⑮こんないうが，くろや
　　あおになりますか。」
13
14
15
16
17
18
19
20
21
22
23
炎
できあがったさら
タイトル
ーれんしゅう一
陶工，粘士をうすくしていく，
手もとZ・B
ろくろ上のさら，形が変化し
ていく
ろくろ上のさら　0・L　炎
焼きあがったさら
着色してあるさら（部分）
F移動，できあがったさら
（部分）
できあがったさら
　　　　　　　　　　F・0
（PART　2）
夜明け前から明るくなるまで
（コマ撮り）画面，朝のふんい
きから次第に真っ白になる
画面，夕方から夜まで
（コマ撮り）
街燈がともって
タイトル
ーれんしゅう一
夜明け（コマ撮り）
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陶工「⑯ええ，なりますよ。」
陶工「⑰これをもういちど，
　　　かまにいれます。」
Br⑱うつくしいさらになり
　　ましたね。」
Ar⑲いいいうになりました
　　ね。」
Qr⑳どうしましたか。」
Ar⑳うすくしました。
　　⑫おおきくしました。」
Qr⑳どんなかたちにしまし
　　たか。」
Ar⑳まるいさらにしました。」
Q「⑳どうなりましたか。」
A「⑳かたくなりました。」
Q「⑳どんなさらになりまし
　　たか。」
A「㊧うつくしいさらになり
　　ました。」
⑳あかるくなります。
⑳あさになりました。
⑳あかくなります。
⑫くらくなります。
⑬よるになりました。
Qr⑳どうなりましたか。」
24
25
26
27
28
29
30
31
夕焼け（コマ撮り）
夕やみせまる（コマ撮り）
富士山のスチール　Z・U
富士山のスチール　Z・B
（PART　3）
寮，坂本の部屋，隣の部屋か
ら突然大きな音が聞こえてく
る。勉強中の坂本，立ちあが
って行く
森の部屋をノックする坂本
ドアをあける森
ステレオのボリュームを下げ
る森
坂本の部屋
音，静かになる
戸外を眺める坂本
タイトル
ーれんしゅう一
森の部屋
ステレオのボリュームをまわ
す小→大
坂本の部屋，勉強中の坂本，
音，急に大きくなる。
A「㊧あかるくなりました。」
Q「⑯どうなりましたか。」
A「⑳あかくなりました。」
Qr⑳どうなりましたか。」
A「⑳くらくなりました。
　　⑳よるになりました。」
Qr⑳どうなりましたか。」
Ar⑫しろくなりました。」
坂本「⑱おおきなおとだな。」
森「⑭なんですか。」
坂本「⇔もりさん，おとをも
　　　うすこしちいさくして
　　　ください。」
森「⑯すみません。
　　⑳ちいさくします。」
坂本「⑱ああ，しずかになっ
　　　た。」
Qr⑲もりさんは，なにをし
　　ましたか。」
Ar⑳おとをおおきくしまし
　　た。」
Q「⑪おとは，どうなりまし
　　たか。」
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32
33
34
森の部屋，ボリュームをまわ
す大→小
森の部屋，音小さくなってき
える
企画・制作タイトル
　企画　国立国語研究所
　制作　日本シネセル
F・0
A「⑫おおきくなりました。」
Q「⑬もりさんは，なにをし
　　ましたか。」
A「⑭おとをちいさくしまし
　　た。」
Q「⑨おとは，どうなりまし
　　たか。」
A「⑯ちいさくなりました。」
　⑰しずかになりました。」
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日本語教育映画解説15
　うつくしいさらになりました
　　　一「なる」「する」一
昭和57年3月
国立国語研究所
〒115東京都北区西が丘3－9－14
　　　電話東京（900）3111（代表）
